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前回の復習（配列）
● 配列の宣言 

例） int x[] = {0, 1, 2, 3};と宣言すると、

x[0] = 0

x[1] = 1

x[2] = 2

x[3] = 3

と格納される。
● 配列の要素は0番目から始まる。
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復習問題

● 4つの要素を持つ配列に、10, 11, 12, 13の順に
値を格納し、次スライドのような実行結果にな
るようなプログラムを作成する。



  

実行結果



  

解答例



  

関数とは

● 一定の処理を一つのグループとしてまとめるこ
と。

● 関数の宣言

関数の型 static 関数名(型 引数1, 型 引数2...)

{

       中身

       return 式;

}



  

関数の呼び出し
● 関数名(引数1, 引数2,...);

(宣言した関数と、関数を呼び出すときの引数
の数と型を同じにする。)

● public static void main(String[] args) {

関数名(引数1, 引数2,...);

}

上記の文はメインメソッドと呼ばれる。

その文の中身で関数を呼び出すことでその関数
を実行できる。



  

関数を用いて書き換えた復習問題



  

● public static void question() {

} 

上記の関数でquestionという関数の宣言。
● public static void main(String[] args) {

question();

}

上記のメインメソッドでquestion関数を呼び出
している。



  

戻り値について

● return 式;

● 関数は呼び出し元の関数に値を返すことができ
る。その値を戻り値という。

例) int x = 10;

      return x;

上記のように入力すると、10の値を返すことが
できる。(戻り値の型は宣言した変数と同じ型
になる。)



  

例題1

● メインメソッドで任意のx,yを入力する。そし
て、二つの数字の掛け算を行う関数を用いて、
x,yを掛け算したあと、その結果を表示するプ
ログラムを作成する。



  

実行結果



  

解答例



  

ローカル変数について

● 関数内で宣言された変数のこと。
● ローカル変数は宣言された関数内でしか使うこ

とができない。



  

例題2

● 正の整数を入力して、入力された数字を表示、
そして奇数か偶数か判断して、それを表示す
る。その後入力した正の整数に新たな整数を足
して、また数字を表示し奇数偶数判断をするプ
ログラムを作成する。

(数字を表示する関数、奇数偶数判断をする関
数、新たな足し算をする関数の三つの関数を用
いて作成する。)



  

実行結果



  

解答例



  



  

例題3

● 配列のサイズを入力し、その配列の中に値を格
納する。そして、その配列の最大値と最小値を
表示するプログラムを作成する。

(最大値を求める関数と最小値を求める関数を
作成する。)

※配列の大きさは、変数.lengthで求まる。
● 例) int x[] = new int[4];

int i = x.length;

この場合のiは、4となる。



  

実行結果



  

解答例



  



  

まとめ

● 関数は処理をまとめて書くことができる。
● 宣言された関数は他の関数上で呼び出すことが

できる。
● 関数間での数値の移動は引数と戻り値を用い

る。
●
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